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1987 年 4月　Corrosion and Inspectionコース参加

このたびは、このようにご挨拶申し上げる機会をいただき

光栄に存じ、心より感謝申し上げます。国際石油交流センター

（JCCP）創立 35 周年とうかがいました。時の経つ早さに驚

くばかりです。私が JCCPの研修プログラムに参加してから

28 年が過ぎました。信じられない思いです。

1987 年 4月8日から23日まで開催されましたJCCPの「腐

食と検査」研修プログラムの研修生に選ばれた当時、私は

ペトロナス入社まだ2年目でした。米国の大学を卒業した後、

ASEANビントゥール・ファーティライザーのパイオニアチームの

ひとつであった技術部に若い技術者として勤務していた私に

とって、日本への派遣は新鮮な経験を得る機会となりました。

マレーシアからは私の他アーマド・カマル・ビン・ハジ・モハマド・

サレ氏が参加し、私たちのほか、他の産油国のインドネシア、

ペルー、アルジェリア、サウジアラビアからも6人の参加があり

ました。

毎日授業に出席し新しい知識を学ぶことをどれほど楽しみに

思っていたか、今もなお鮮明に思い出すことができます。プロ

グラムは、クラスでの研修、グループディスカッション、工場見

学と大変勉強になり、意見交換の機会もたくさん設けられてい

ました。講師の先生方は皆さん専門家としての知識が豊富で、

私たちが十分理解を深められるよう熱心にご指導くださいまし

た。

プログラムは全体として、学ぶにふさわしい環境のなか体系

的な形で行われ、研修は専門知識やノウハウを最大限習得で

きる構成となっていました。講義を受けるだけに留まらず充実し

た内容のプログラムを楽しむことができました。幸いにも、東京

都内や都外のアイコン的な場所も訪れることができ、さらに日常

生活の中に生き続けている日本文化を目にすることができたこと

も大きな喜びでした。あらゆる高度な先進技術が普及している

にもかかわらず、日本人は日本の伝統的文化と価値観を守る

ことを忘れていません。

研修プログラムを通じて、私は知識と技能を本当に深めるこ

とができました。加えて、他の参加者との情報交換も有益で、

仲間から数々のベストプラクティスを学ぶことができました。プロ

グラムは私の期待に違うことなく、ペトロナスにおける私のキャリ

ア開発にとって新たな価値を大いにもたらしてくれました。

最後になりましたが、JCCP 創設 35 周年に心からお祝い申

し上げます。本当に祝福すべきことです。サンシャイン60にあ

るJCCPオフィスからは遠く離れておりますが、懐かしい思い出

は私の心に深くあり、忘れることはありません。JCCPはこれま

で数多くの人 に々数多くの思いがけない喜びを与え、私たちが

歩んできたキャリアパスに大きな影響を与えてくれました。JCCP

が今後とも、適切かつ最新の研修プログラムを通じて私たち

一人ひとりのポテンシャルを引き出し続けてくださるものと確信し

ております。

ありがとうございます、そして創設 35 周年おめでとうござい

ます！友人の皆さま、再びお目にかかれますことを楽しみにして

おります！

1987 年 4月 研修参加当時（後列左から3人目）


